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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

A1441 DE10-1755　国鉄特急色

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

予価：￥11,660（本体価格￥10,600）

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

DE10-1755

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

透明プラケース入（カートン入数：24）

ヘッドマーク

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
写真の複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●多くのご要望にお応えし、2005年11月に発売したDE10-1755＋485系のセットからDE10を

　単独発売。

●国鉄に払い下げられ、形式がDD12に改められた後の姿。茶色いボディ、裾に黄帯

●モーター付。ライト非点灯

●関連商品：下記の貨車の牽引機として楽しめます

A3167　ワキ700 海軍省私有貨車タイプ 3両セット

A6977　トキ10無蓋車タイプ　2両セット

　国鉄ではローカル線用や入替用として1966年に中型ディーゼル機関車DE10を開発しました。牽引
力と軸重制限を両立させるために特殊構造の3軸台車が採用され、国鉄では初めて動軸数が5軸に
なりました。
　国鉄末期の1987年、485系特急型電車にて熊本まで運転されていた特急有明号を当時非電化
だった豊肥本線水前寺駅まで直通する事となり、そのための牽引機として抜擢されたのがDE10-
1755です。同機は485系にイメージを合わせるためクリーム4号に赤2号の帯の国鉄特急色に塗り替
えられました。1988年からは783系が乗り入れるようになりましたが、DE10-1755は引き続き国鉄
特急色のまま使用されました。1994年、機関車牽引による特急有明号の水前寺直通は終了しまし
た。2024年現在も同機は活躍中ですが、他のJR九州所属機と同様の黒色塗装に変更されています。

非対応 非対応

ヘッドライト点灯

動力車

● 多くのご要望にお応えし、2005年11月に発売したA1083　DE10-1755＋485系セット
　　から国鉄特急色のDE10のみを単独発売
● 客車や検測車の牽引にもお使いいただけるよう、動力を搭載
● 前面手すりやキャブ、台車形状など、1755号機のディテールを出来る限り再現
● 「有明」ヘッドマーク付属
● ヘッドライト点灯。　※ON-OFFスイッチは搭載しません
※ 部品共用のため一部実車とは異なります

JR九州承認済
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